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Ⅱ 研究内容 

１ 授業研究部の取り組み 

（１）  めざす児童像 

   本研究では、めざす児童像を以下のように捉えていく。 

  ①ノートに自分の考えを表現できる児童。 

   ・答えだけを表現するのではなく、自分の考え方の過

程や根拠を表現していく。そうすることで、児童は

自分の考えを振り返ることができる。 

  ②既習事項をもとに考える児童。 

・問題解決をする時に、自分の考えが導くことができ 

なければ、考えを表現することはできない。そのた

めには、既習事項をもとにして考えることができる

児童を育てていかなければならない。 

  ③授業中にノートを振り返る児童。 

・既習事項を振り返るための手段としてノートが考え   

られる。昨年度の研究のアンケートからも、授業の

中で解決方法がわからない場合、ノートを振り返る

児童の割合が多くなってきている。そのためにも、

学習の流れがわかるノートが求められている。 

 

 

（２）  ノート指導案 

   児童が自分の考えを振り返るためには、授業の流れがわかるようなノートが必要である。そこで、授業研

究部では、1 時間の授業の流れがわかるノート指導案を作成し、実践してきた。 

 

○児童が使うノー   

トをもとに 1 時

間の授業の流れ

がわかるように

指導案を考えて

いく。 

○ノート指導案に

は、①問題②課

題③予想される

児童の反応④ま

とめを表記して

いく。 

○まとめは、課題に

対する答えとな

るようにする。 

 

 

６ めざす児童像

①ノートに自分の考えを表現できる児童

②既習事項をもとに考える児童。

③授業中にノートを振り返る児童。

考える力を育てる算数指導法の研究
～自分の考えをふり返る活動を通して～

ノート指導案に必要なもの
①問題

②課題

③予想される児童の反応

④まとめ
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（３） ノート指導案と板書 

 実際の授業では、教師はノート

指導案をもとに授業を展開して

いく。 

板書でも、ノート指導案と同様

に①問題②課題③児童の反応④

まとめと授業の流れがわかるよ

うにする。 

ノート指導案が板書計画と同

じ働きをするようになってくる。 

板書は、黒板を３分割するよう

にまとめていく。（高学年） 

 

 ノート指導案 授業後の板書 

１ 

  

２ 

  

３ 

  

①問題 ②課題 ③児童の反応

④まとめ
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（４） 板書と児童のノート 

 児童のノートも、学習の流れが

わかるようにまとめていけるよう

にしていく。ノート指導案と同じ

ように、①問題②課題を表現して

いく。 

 児童は、自分の考えを図、式、

言葉などで表現できるようにして

いく。（右図参照） 

板書では、児童の考えをホワイ

トボードなどに書かせていく。ま

た、他の友達が考えた考え方など

も記録させていくとよい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  


